
　

平
成
三
十
年
四
月
三
日
（
火
）
～

十
六
日
（
日
）
、
第
一
会
場
・
電
気

文
化
会
館
東
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ま
た

四
月
二
十
四
日
（
火
）
～
二
十
九
日

（
日
）
に
は
第
二
会
場
・
名
古
屋
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
に
於
い
て
、
第
65

回
公
募
東
海
書
道
藝
術
院
展
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
会
期
が
分
れ
た

の
で
、
二
日
に
院
人
以
上
作
品
、

二
十
三
日
に
受
賞
作
と
会
員
以
下
作

品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
搬
入
し

た
。
理
事
長
、
各
部
局
長
指
示
の

下
、
皆
連
携
よ
く
展
示
は
進
み
、
夕

方
遅
く
無
事
開
幕
準
備
が
整
っ
た
。

　

第
一
会
場
は
三
日
、
午
前
十
時
か

ら
開
場
式
。
中
華
人
民
共
和
国
駐
名

古
屋
総
領
事
・
鄧
偉
先
生
、
中
日
新

聞
社
名
古
屋
本
社
事
業
局
長
・
加
藤

宏
幸
様
、
日
中
文
化
協
会
専
務
理

事
・
唐
啓
山
先
生
を
お
迎
え
し
、
風

岡
五
城
会
長
挨
拶
の
あ
と
、
鄧
偉
先

生
か
ら
御
祝
辞
を
賜
っ
た
。
続
い
て

幹
部
、
大
賞
受
賞
・
宮
田
杏
花
氏
と

並
ん
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

る
。
開
幕
初
日
は
じ
っ
く
り
鑑
賞
す

る
来
場
者
で
大
い
に
賑
わ
い
、
ま
た

中
国
・
揚
州
市
側
の
作
品
は
懐
か
し

く
、
昨
年
の
訪
中
友
好
展
の
記
憶
が

蘇
っ
て
き
た
。

　

午
後
、
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
で
は
授
賞
式
と
祝
賀
会
。
授
賞
式

へ
は
入
賞
者
か
ら
八
十
五
名
が
出
席

し
、
司
会
は
三
品
芳
翠
常
任
理
事
。

衆
議
院
議
員
江
崎
鐵
磨
先
生
代
理

様
、
五
禾
書
房
社
長
・
桑
原
喬
様
よ

り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
各
賞
表
彰
へ
と

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
。
宮
田
杏
花
氏
の

謝
辞
が
よ
く
心
に
響
い
た
。

　

続
い
て
の
祝
賀
会
は
、
来
賓
、
賛

助
会
員
を
合
わ
せ
て
百
八
十
七
名
が

一
堂
に
会
し
、
今
年
も
大
村
秀
章
名

誉
会
長
、
加
藤
宏
幸
中
日
新
聞
社
事

業
局
長
が
65
回
展
を
祝
う
言
葉
を
下

さ
っ
た
。
宴
半
ば
過
ぎ
に
は
、
上
位

入
賞
者
の
抱
負
、
幹
部
役
員
の
記
念

撮
影
と
檀
上
は
笑
顔
で
溢
れ
、
終
始

和
や
か
な
時
が
流
れ
て
い
た
。

第
一
三
五
号

会

報
平成 30 年 8 月　　　　　http://www.toshogei.jp/

東 海 書 道 藝 術 院

風岡五城 会長

鄧偉 駐名古屋総領事

第一会場　開場式テープカット

第
65
回 

公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
四
十
周
年
記
念

授
賞
式
・
祝
賀
会
報
告

揚
州
市
訪
日
団
を
お
迎
え
し
て
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日
を
待
っ
て
二
十
四
日
、
揚
州
市
文
学
芸
術
界
連

合
会
主
席
・
仲
衍
書
先
生
、
揚
州
市
国
画
院
院
長
・

安
玉
民
先
生
、
揚
州
市
宣
伝
部
幹
部
所
所
長
・
沈
娟

娟
先
生
、
揚
州
市
文
連
美
術
館
館
長
・
肖
剣
鋒
先
生
、

揚
州
市
外
事
弁
公
室
職
員
日
本
語
通
訳
・
蔡
文
姣
先

生
の
五
名
の
方
々
を
、
第
二
会
場
に
お
迎
え
す
る
事

が
で
き
た
。
会
長
挨
拶
に
続
き
、
仲
衍
書
先
生
が
蔡

文
姣
先
生
の
通
訳
で
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
幹
部
、

大
賞
・
宮
田
氏
と
御
一
緒
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
さ
れ

た
。
ま
た
記
念
の
写
真
撮
影
、
幹
部
と
談
笑
さ
れ
な

が
ら
場
内
観
覧
、
懇
親
の
昼
食
会
と
、
一
行
は
に
こ

や
か
な
表
情
で
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
た
。

沈娟娟先生

日本語通訳 蔡文姣先生

安玉民先生肖剣鋒先生 仲衍書先生

第
65
回
　
東
海
書
道
藝
術
院
展
作
品
抄
録

第二会場　開場式テープカット

来日された先生方と記念撮影 幹部、大賞・宮田氏と共に鑑賞

作品を鑑賞される大村愛知県知事

名
誉
会
長
　
豆
子
甲
水
之

愛
知
県
知
事
・
名
誉
会
長
　
大
　
村
　
秀
　
章

　
副
会
長
　
安

藤

清

舟

会　長
風 岡 五 城
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理
事
長
　
木

村

大

澤

副
理
事
長
　
谷

口

竹

城

　
副
会
長
　
久

野

北

崖

常
任
参
事
　
水

谷

紅

楓

常
任
参
事
　
西

尾

邑

城

副
理
事
長
　
尾

関

陶

山

副
理
事
長
　
山

本

晴

城

副
理
事
長
　
伊

藤

春

魁

常
任
参
事
　
松

浦

白

碩
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風
岡
五
城
会
長

①
鈴
木　

礼
美

　
�

粘
り
強
い
線
で
ぐ
い
ぐ
い
と
書
き

進
め
て
い
く
気
魄
に
圧
倒
さ
れ

る
。
そ
れ
で
い
て
文
字
の
大
小
や

余
白
に
は
細
や
か
な
配
慮
が
感
じ

ら
れ
る
充
実
の
作
で
あ
る
。

②
小
島　

芳
泉

　

�

形
は
程
よ
く
ほ
ぐ
れ
、
線
質
は
無

限
の
変
化
を
見
せ
て
い
る
。
甲
骨

文
字
に
よ
る
独
創
的
な
表
現
が
魅

力
だ
。

③
鈴
木　

晨
風　
　

④
賀
田
野
春
汀

⑤
梶　
　

蘇
山　
　

⑥
横
井　

青
蓮

⑦
勝
川　

香
艸　
　

⑧
伊
藤　

一
楓

安
藤
清
舟
副
会
長

①
伊
藤　

春
草

　

修
練
さ
れ
た
行
草
。

〈上位受賞者の作品〉
東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
五
回
展
　
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品

　

幹
部
七
名
の
先
生
方
に
、
賞
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
院
人
（
常
任
理
事
以

上
の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中
以
外
で
こ
れ
は
と
思
わ
れ

る
秀
作
を
八
点
選
ん
で
頂
く
恒
例
の
企
画
。
そ
の
方
々
の
お
名
前
と
作
品
写

真
、
ま
た
内
二
作
品
の
講
評
を
ご
紹
介
す
る
。

会
員
の
部
　
知
事
賞
　
　
中　

根　

静　

流

会
員
の
部
　
中
国
総
領
事
賞
　
松　

尾　

華　

景

会
員
の
部
　
県
教
委
賞
　
吉　

戸　

清　

華

会員の部　中日賞　江　場　由紀子

会
員
の
部
　
東
書
藝
賞
　
堀　

切　

清
之
助

会
員
の
部
　
準
大
賞
　
　
瀬　

田　

霞　

泉

会
員
の
部
　
大
賞
　
　
宮　

田　

杏　

花
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�

極
端
に
主
役
を
作
ら
ず
、
安
定
し

た
字
形
で
纏
め
、
書
の
本
道
を
い

く
。
確
実
な
線
で
淡
々
と
構
成
さ

れ
た
充
実
感
あ
る
快
作
。

②
賀
田
野
春
汀

　

�

気
を
込
め
て
引
か
れ
た
線
、
一
字

の
中
、
紙
面
全
体
共
に
墨
量
の
変

化
が
奇
抜
、
独
自
の
表
現
に
好
感

が
持
て
る
作
。

③
勝
川　

香
艸　
　

④
菅
沼　

松
峯

⑤
杉
原　

和
香　
　

⑥
水
谷　

汀
華

⑦
三
村　

菱
花　
　

⑧
山
本　

美
峰

久
野
北
崖
副
会
長

①
加
藤　

紫
香

　

�

唐
詩
五
首
。
墨
量
豊
か
に
書
線
の

大
小
・
太
細
の
バ
ラ
ン
ス
も
良

く
、
丹
念
に
書
い
て
あ
り
生
気
有

る
作
。

②
佐
野　

小
徑

　

�

鄭
明
選
詩
。
筆
力
、
筆
勢
、
脈
絡
も

有
り
、
気
負
い
な
く
、
緩
急
の
妙
も

程
良
く
余
白
の
生
き
て
い
る
作
。

③
伊
藤　

一
楓　
　

④
西
山　

清
虹

⑤
山
本　

美
峰　
　

⑥
伊
藤　

緑
穂

⑦
横
井　

青
蓮　
　

⑧
鬼
頭　

青
峰

西
尾
邑
城
常
任
参
事

①
加
藤　

紫
香

　

�

六
朝
の
書
風
を
根
底
に
、
多
字
数

の
詩
を
リ
ズ
ム
良
く
、
懐
を
広
く

余
裕
を
も
っ
て
書
き
切
る
手
腕
は

感
服
。
今
後
も
精
進
を
。

②
花
井　

萃
川

　

張
瑞
図
の
作
風
を
完
全
に
自
己
薬

籠
の
物
と
し
て
木
の
葉
の
ゆ
れ
る
が

如
く
、
時
計
の
振
子
の
原
理
を
最
後

ま
で
一
貫
し
た
見
事
な
作
。

③
寺
田　

景
翠　
　

④
伊
藤　

春
草

⑤
鈴
木　

晨
風　
　

⑥
伊
藤　

恵
翠

⑦
菅
野　

香
楓　
　

⑧
加
藤　

美
園

松
浦
白
碩
常
任
参
事

①
小
川　

若
紫

　

�

悠
々
と
筆
を
走
ら
せ
て
お
り
、
自

在
の
動
き
を
み
せ
る
。
円
熟
味
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
て
枯
れ
た
味
わ

い
の
あ
る
作
。

②
杉
原　

和
香

　

�

七
行
書
き
、
多
字
数
で
小
字
な
が

ら
、
余
裕
が
あ
り
静
か
な
情
感
を

漂
わ
せ
る
。
纏
ま
り
の
良
い
筆
致

で
見
応
え
の
あ
る
作
。

③
鳥
居　

雅
舟　
　

④
鈴
木　

晨
風

⑤
蔦　
　

皓
月　
　

⑥
鈴
木　

礼
美

⑦
花
井　

萃
川　
　

⑧
稲
垣　

穂
月

水
谷
紅
楓
常
任
参
事

①
須
藤　

春
華

　

�

大
胆
な
運
筆
と
、
筆
線
の
強
さ
が

魅
力
。

②
勝
川　

香
艸

　

�

余
裕
あ
り
、
充
実
し
た
書
線
に
老

筆
を
感
じ
る
。

③
三
村　

菱
花　
　

④
村
崎　

松
筠

⑤
菅
沼　

松
峯　
　

⑥
桜
井　

花
筵

⑦
山
本　

美
峰　
　

⑧
蟹
江　

西
葩

木
村
大
澤
理
事
長

①
竹
田　

清
章

　

�

筆
勢
際
立
つ
充
実
の
行
草
書
。
肥

痩
・
潤
渇
・
緩
急
等
、
め
り
は
り

の
効
い
た
書
線
が
書
者
の
意
の
ま

ま
活
躍
し
、
タ
イ
ト
ル
「
春
風
」

を
感
じ
る
快
作
。

②
小
川　

若
紫

　

�

シ
ン
プ
ル
な
造
形
の
草
書
で
こ
れ

だ
け
の
大
字
を
書
け
る
技
量
は
さ

す
が
の
一
言
。
熟
練
の
線
が
紙
面

に
悠
然
と
展
開
し
、
鑑
る
者
を
魅

了
す
る
。

③
野
田　

清
華　
　

④
片
岡　

清
貞

⑤
伊
藤　

南
邨　
　

⑥
伊
藤
美
ど
り

⑦
橋
口　

賢
岑　
　

⑧
恒
川　

幸
子

小

島

芳

泉

伊

藤

春

草

賀
田
野
春
汀

鈴

木

礼

美
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須

藤

春

華

勝

川

香

艸

花

井

萃

川

竹

田

清

章

杉

原

和

香

小

川

若

紫

鈴

木

晨

風

梶
　

蘇

山

横

井

青

蓮

加

藤

紫

香

佐

野

小

徑
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水

谷

汀

華

伊

藤

緑

穂

三

村

菱

花

山

本

美

峰

西

山

清

虹

蟹

江

西

葩

村

崎

松

筠

桜

井

花

筵

寺

田

景

翠

菅

沼

松

峯

伊

藤

一

楓

鬼

頭

青

峰
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片

岡

清

貞

加

藤

美

園

野

田

清

華

菅

野

香

楓

伊

藤

南

邨

伊
藤
美
ど
り

恒

川

幸

子

橋

口

賢

岑

稲

垣

穂

月

鳥

居

雅

舟

蔦
　

皓

月

伊

藤

恵

翠
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◆
会
員
の
部　

大
賞

　 
    

宮田杏花

⑴
集
字
聖
教
序
。

⑵�

線
質
、
字
の
形
。

⑶�

線
質
、
字
の
組
み
合
わ
せ
、
流
れ
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
用
具
。

⑸�

私
に
と
っ
て
「
書
道
」
は
、
多
岐

に
わ
た
り
、
人
生
に
広
が
り
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
思
い
が
け
ず
、
栄
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

の
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
も
、
い
つ
も
熱
心
に
御
指
導
下

さ
る
水
谷
紅
楓
先
生
を
は
じ
め
、

諸
先
生
方
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�

迷
う
こ
と
、
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
淀
む
こ
と
な
く
、
日
々
精

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ご
指
導
の
程
、
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

準
大
賞

　 
    

瀬田霞泉

⑴�

王
羲
之
の
「
蘭
亭
叙
」
。

⑵�

線
質
。
字
の
形
。

⑶�

全
体
の
流
れ
や
か
す
れ
具
合
、
線

質
を
意
識
し
ま
し
た
。

⑷�

用
具
は
今
ま
で
使
っ
て
き
た
も
の

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

⑸�

「
書
道
」
は
小
学
生
の
頃
か
ら

ず
っ
と
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
り
、

と
て
も
奥
の
深
い
も
の
で
す
。

　

�

先
生
か
ら
は
よ
く
白
と
黒
の
バ
ラ

ン
ス
に
気
を
使
い
上
品
な
字
を
書

く
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

⑹�

今
回
、
私
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な

賞
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
は

予
想
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
が
け
な
い
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
は
喜
び
の
気
持

ち
と
同
時
に
豊
田
先
生
の
指
導
に

も
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
賞
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
書
道

の
向
上
を
目
指
し
て
ゆ
き
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

知
事
賞

　 
    

中根静流

⑴
王
鐸
。
米
芾
。

⑵�

運
筆
、
線
質
、
字
形
。

⑶�

文
字
の
粗
密
と
連
続
性
。
余
白
を

意
識
し
た
行
の
流
れ
と
明
暗
。

⑷
兼
毫
筆
。
台
湾
画
仙
紙
。
磨
墨
。

⑸�

古
典
か
ら
基
礎
、
基
本
を
習
得
し
、

自
分
な
り
の
創
作
作
品
が
書
け
る

よ
う
、
今
は
稽
古
量
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
六
十
五
回
記
念
展
で

名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�

こ
れ
も
風
岡
五
城
先
生
を
は
じ
め

宏
道
書
会
の
先
生
方
の
お
陰
で
あ

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
、

特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
先
生
ご

自
身
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
中
で
の

ご
指
導
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
で
す
。

　

�

今
後
も
先
生
の
教
え
に
あ
る
よ
う

に
「
量
か
ら
質
へ
の
変
容
」
が
で

き
る
よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

�

最
後
に
、
東
海
書
道
藝
術
院
の

益
々
の
ご
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
六
十
五
回
東
書
藝
展
　

受
賞
者
に
聞
く

　

今
年
も
東
書
藝
展
で
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
、
準
会

員
の
部
の
上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
頂
い
た
。

　

書
に
対
す
る
姿
勢
や
考
え
方
の
一
端
が
う
か
が
え
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ
て
は

と
思
う
。
ま
た
受
賞
者
の
作
品
の
一
部
を
4
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
併
せ
て
ご

覧
の
程
を
。

　

設
問
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

⑴　

現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
何
か
。

⑵　

そ
の
古
典
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
か
。

⑶　

今
回
の
出
品
作
で
、
表
現
上
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
ど
ん
な
点
か
。

⑷　

今
回
の
出
品
作
で
、
用
具
用
材
（
筆
、
墨
、
紙
な
ど
）
を
工
夫
し
た
点
は
あ
る
か
。

⑸　

�

ど
の
よ
う
な
「
書
道
観
」
を
お
持
ち
か
。
又
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
何
か
。

⑹　

受
賞
さ
れ
た
感
想
と
今
後
の
抱
負
。
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◆
会
員
の
部　

中
国
総
領
事
賞

　 
    

松尾華景

⑴
九
成
宮
醴
泉
銘
。
蘭
亭
叙
。

⑵
運
筆
。
線
質
。
字
形
。

⑶�

線
質
。
字
形
。
バ
ラ
ン
ス
。

⑷�

使
い
慣
れ
て
い
る
道
具
を
使
用
。

⑸�

忙
し
い
日
常
の
中
「
書
道
」
に
向

き
合
っ
て
い
る
時
間
は
「
無
」
に

な
れ
る
、
私
に
と
っ
て
は
大
切
な

存
在
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
大

変
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

御
指
導
し
て
く
だ
さ
る
安
藤
清
舟

先
生
の
お
か
げ
と
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

�

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
気
負

わ
ず
こ
つ
こ
つ
と
精
進
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
◆
会
員
の
部　

県
教
委
賞

　 
    

吉戸清華

⑴
王
羲
之
。
草
書
。
智
永
千
字
文
。

⑵�

運
筆
。
形
態
。

⑶�

緩
急
と
墨
量
と
バ
ラ
ン
ス
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
（
浙
江
湖
筆
）
。

墨
は
花
仙
。
紙
は
紅
星
牌
。

⑸�

私
に
と
っ
て
書
道
と
は
、
人
と
の

繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
芸
術
で
す
。

一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
る
中
で
、

詩
の
意
味
を
感
じ
な
が
ら
、
筆
の

運
び
、
線
、
そ
の
時
々
の
呼
吸
を

想
像
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
楽
し

い
時
間
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
賞

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
熱
心
に
ご
指
導
頂
く
、

今
枝
大
軒
先
生
に
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
私
が
書
道
を
夢
中
に
、
そ

し
て
楽
し
み
を
感
じ
る
事
が
で
き

る
の
も
諸
先
生
方
の
お
蔭
で
あ
り
、

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

�

今
後
も
尚
一
層
精
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

中
日
賞

　 
    

江場由紀子

⑴�

元
永
本
古
今
集
。
本
阿
彌
切
古
今

集
。
自
叙
帖
。

⑵
字
形
と
運
筆
。

⑶�

上
下
の
余
白
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
。

⑷
細
い
線
が
美
し
く
出
る
筆
を
使
用
。

⑸�

家
族
。
子
供
の
頃
か
ら
の
つ
き
合

い
で
、
何
度
も
辞
め
た
い
と
思
っ

た
の
に
、
自
分
の
支
え
に
な
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

つ
も
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
山
本

晴
城
先
生
と
、
か
な
の
奥
深
さ
を

教
え
て
下
さ
っ
た
故
竹
内
小
逕
先

生
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
少
し
で
も
成
長
で
き
る

様
、
こ
れ
か
ら
も
稽
古
に
励
ん
で

参
り
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

　 
    

堀切清之助

⑴
褚
遂
良
の
孟
法
師
碑
。

⑵
字
の
結
構
。

⑶�

墨
の
濃
淡
、
線
質
。

⑷�

好
き
な
青
墨
が
あ
り
、
続
け
て
使

用
し
て
い
ま
す
。

⑸�

稽
古
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
書
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
少
し

ず
つ
で
き
る
よ
う
に
な
り
喜
び
を

感
じ
ま
す
。
書
を
通
じ
て
す
ば
ら

し
い
先
生
方
や
多
く
の
仲
間
と
出

会
え
、
楽
し
く
充
実
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。

⑹�

身
に
余
る
賞
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
伊
藤
春
魁

先
生
の
手
本
を
見
な
が
ら
先
生
の

運
筆
を
学
習
し
、
上
達
で
き
る
よ

う
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
長
賞

　 
    

加藤真風

⑴�

黄
庭
堅
。

⑵
運
筆
。
線
質
。

壇上の役員の先生方
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⑶�

墨
量
と
行
間
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
用
具
。

⑸�
日
常
を
忘
れ
無
心
に
白
い
紙
に
向

か
う
楽
し
い
時
間
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ

も
温
か
く
御
指
導
下
さ
い
ま
す
太

田
稲
風
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
生

方
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
作
品
が
出

き
る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

御
指
導
の
程
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

◆
準
会
員
の
部　

県
教
委
賞

　 
    

高橋　雅

⑴�

王
鐸
。

⑵�

線
の
キ
レ
。
躍
動
感
。

⑶�

行
の
流
れ
。
行
間
の
余
白
の
美
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
、
墨
。

⑸�

私
に
と
っ
て
の
「
書
道
」
は
、
非

日
常
の
時
間
を
楽
し
み
、
無
の
境

地
に
立
て
る
大
切
な
も
の
。

⑹���

こ
の
度
は
身
に
余
る
立
派
な
賞
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
幼
い
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導

し
て
下
さ
い
ま
し
た
舟
木
泰
風
先

生
を
始
め
、
諸
先
生
方
、
そ
し
て

書
友
の
お
か
げ
と
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心

を
忘
れ
ず
努
力
し
続
け
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
教
委
賞

　 
    

金谷典子

⑴
高
野
切
。
関
戸
本
。
九
成
宮
。

⑵�

粗
密
。
濃
淡
。
遅
速
。
柔
ら
か
な

流
れ
と
余
白
の
美
し
さ
。

⑶�
女
性
ら
し
い
流
麗
さ
の
中
に
真
の

強
さ
や
重
量
感
の
あ
る
線
質
。

⑷�

料
紙
の
色
と
質
感
、
多
種
の
墨
の

濃
淡
と
墨
量
、
両
方
の
組
み
合
わ

せ
で
表
現
さ
れ
る
違
い
を
探
究
。

⑸��

「
継
続
は
力
な
り
」
。

　

�

一
日
一
％
の
積
み
重
ね
を
毎
日
続

け
る
事
を
念
頭
に
、
そ
の
先
に
見

え
て
来
る
も
の
へ
の
追
求
を
諦
め

ず
、
た
く
さ
ん
の
人
と
書
を
楽
し

み
た
い
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
ず
、
す
ば

ら
し
い
賞
を
頂
き
感
激
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
伊
藤
春
魁

先
生
、
井
浪
幸
潭
先
生
の
ご
指

導
、
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
と
衷

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
日
々
の
生
活
の
中
で
、
ふ
れ
あ

う
人
や
物
事
全
て
に
意
味
が
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
一
層
努
力
を
重
ね
、
力

を
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る

様
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
ん
で
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
お
導
き
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

　 
    

楠　良平

⑴
王
羲
之
。

⑵
運
筆
。
字
形
。

⑶
全
体
の
流
れ
、
墨
の
量
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
。

⑸�

「
書
道
」
と
は
、
自
ら
を
落
ち
着

か
せ
、
冷
静
に
さ
せ
て
く
れ
る
存

在
で
す
。
継
続
し
て
き
た
こ
と
で
、

今
の
自
分
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

⑹�
こ
の
度
は
、
思
い
も
よ
ら
ず
、
身

に
余
る
賞
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
ご
指
導
下

さ
る
尾
関
陶
山
先
生
の
お
蔭
と
、

心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

今
後
も
、
良
い
書
を
書
け
る
様
、

自
ら
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
精
進

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

　 
    

佐々木治子

⑴
蘇
孝
慈
墓
誌
銘
。
関
戸
古
今
集
。

⑵�

蘇
孝
慈
墓
誌
銘
か
ら
骨
格
の
強
さ
、

関
戸
本
古
今
集
か
ら
柔
軟
さ
。

⑶�

詩
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

線
質
、
運
筆
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
と
墨
。

⑸�

私
に
と
っ
て
の
「
書
道
」
と
は
、

生
き
甲
斐
の
一
つ
で
も
あ
り
、
日

常
生
活
の
中
で
夢
中
に
な
れ
る
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

⑹�

こ
の
度
は
身
に
余
る
素
晴
ら
し
い

賞
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
喜
び
と
同
時
に
、
大
変
恐

縮
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
い
つ
も
熱
心
に
ご
指

導
下
さ
る
伊
藤
春
魁
先
生
の
お
蔭

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

教
室
の
書
友
の
先
輩
の
皆
様
、
応

援
し
て
く
れ
る
家
族
、
友
だ
ち
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
一
層
の
精
進

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

壇上の上位受賞者
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◆
準
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

　 
    

伊藤緑香

⑴�

集
字
聖
教
序
。
千
字
文
。

⑵�

字
形
。
線
質
。
運
筆
。

⑶�

墨
量
と
行
の
流
れ
。

⑷�

使
い
慣
れ
た
筆
。

⑸�

書
道
は
私
の
生
き
て
ゆ
く
上
で
の

道
し
る
べ
。
多
く
の
作
品
や
人
と

の
つ
な
が
り
、
出
会
い
を
通
し
て

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

⑹�

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

�

亡
き
師
、
舘
栁
説
、
鈴
峰
先
生
、

お
二
人
方
の
お
蔭
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
書
道
の
「
書
と
は
印
さ

れ
た
墨
線
で
あ
り
、
道
は
印
す
行

為
を
行
う
心
で
あ
る
。
書
道
の
尊

さ
は
そ
の
人
間
の
心
の
広
さ
、
即

ち
豊
か
さ
で
あ
る
。
学
ぶ
こ
と
は

人
間
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
未
来

の
自
分
を
作
る
の
は
誰
で
も
な
い
、

自
分
で
あ
る
」
と
い
う
師
の
信
条

を
心
に
刻
み
、
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

　 
    

伊藤壽萬子

⑴�

褚
遂
良
。

⑵
運
筆
。
線
質
。

⑶�

墨
量
の
濃
淡
。

⑷�

使
い
な
れ
た
筆
を
使
い
ま
し
た
。

⑸�

書
道
と
は
奥
深
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
心
静

か
に
自
分
自
身
と
向
き
合
え
る
至

福
の
一
時
で
す
。

⑹�
こ
の
度
は
思
い
が
け
な
く
大
き
な

賞
を
頂
き
、
大
変
恐
縮
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
熱
心
に
、
御
指
導

下
さ
っ
た
谷
口
竹
城
先
生
の
お
か

げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
こ

の
賞
を
励
み
に
一
層
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
長　

木
村
大
澤

　

第
四
十
回
の
記
念
に
あ
た
る
選
抜

展
が
、
五
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま

で
、
栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
総
出
品
点
数
三
十
二

点
。
東
書
藝
の
所
属
中
で
は
大
き
い

団
体
で
そ
の
歴
史
も
長
い
。
記
録
を

紐
解
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
私
の
初

回
参
加
が
、
第
七
回
（
昭
和
六
十
）

で
遥
か
昔
の
こ
と
。
当
時
は
山
本
宏

城
先
生
が
会
長
で
、
会
を
引
率
さ
れ

て
い
た
。
第
十
六
回
（
平
成
六
）
か

ら
風
岡
五
城
先
生
が
会
長
と
し
て
就

任
さ
れ
、
会
を
充
実
発
展
さ
れ
た
。

第
二
十
八
回
（
平
成
十
八
）
か
ら
会

場
を
中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
栄
サ
ン

シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
移
し
て
開
催
。

第
三
十
一
回
（
平
成
二
十
一
）
か
ら

現
会
長
山
本
晴
城
先
生
が

会
を
引
っ
張
り
現
在
に
至

る
。
今
年
、
山
本
会
長
の

就
任
十
年
に
な
る
。
東
書

藝
展
の
他
、
産
経
国
際
書

展
・
宏
道
書
展
な
ど
を
中

心
に
着
実
に
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

今
後
も
益
々
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

　

風
岡
名
誉
会
長
は
品
格
溢
れ
る
充

実
の
扁
額
二
字
。
山
本
会
長
は
穏
や

か
な
風
趣
の
小
篆
七
字
句
。
尾
関
陶

山
・
羽
根
田
菖
橋
両
副
会
長
も
、
魅

力
あ
る
作
品
を
発
表
さ
れ
た
。

　

昨
年
、
第
三
十
九
回
展
を
目
前
に

ご
逝
去
さ
れ
た
竹
内
小
逕
先
生
は
、

本
会
ま
た
東
書
藝
に
と
っ
て
本
当
に

大
切
な
先
生
で
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
心
か
ら
の
感
謝
と
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。
宏
道
書
会
は
、
創
立
半

世
紀
に
向
け
て
更
な
る
歩
み
を
続
け

ま
す
。

　

追
記
：
本
展
終
了
か
ら
一
ヶ
月
、

太
田
稲
風
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
～
二
十
日

故 

太
田
稲
風

山
本
晴
城

風 岡 五 城

第
四
十
回
　
宏
道
書
会
選
抜
展

　

第
四
十
回
選
抜
展
は
、
小
品
と
い
う
限
ら
れ
た
自
由
度
の
中
で
、
創
造
性
が

よ
く
発
揮
さ
れ
た
好
展
。
木
村
大
澤
理
事
長
よ
り
寄
稿
頂
い
た
。
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無
名
会
と
は

渡　

辺　

清　

香

　

世
間
に
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
メ

ン
バ
ー
で
の
展
覧
会
で
す
。
そ
れ
を

「
無
名
會
書
展
」
と
の
名
付
け
親

は
故
澤
井
痩
蛙
子
、
早
い
も
の
で

十
三
回
忌
を
迎
え
ま
し
た
。
書
展
は

二
十
五
回
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

身
無
し
子
の
私
達
は
月
三
度
有
志

者
で
勉
強
会
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

澤
井
先
生
に

見
て
い
た
だ

い
て
い
た
時

は
様
々
な
臨

書
を
「
こ
れ

で
も
か
」
と

書
い
て
も
半

紙
が
朱
で
染

ま
り
ま
し
た
。

作
品
と
は
、

作
者
の
学
ん

だ
臨
書
の
線

を
ベ
ー
ス
に
自
由
な
表
現
で
心
象
を

描
き
そ
こ
か
ら
風
景
が
広
が
り
音
楽

が
聞
こ
え
て
く
る
…
…
そ
ん
な
も
の

が
作
れ
た
ら
…
…
体
質
に
合
わ
な
い

事
は
や
め
ま
す
。
各
々
の
持
っ
て
い

る
資
質
を
大
切
に
（
何
か
の
本
で
読

ん
だ
記
憶
が
あ
る
）
嬉
し
い
こ
と
に

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
来
て
、
つ
い

で
に
覗
い
て
み
た
け
ど
、
こ
り
ゃ
面

白
い
わ
、
住
所
書
い
て
お
く
で
次
は

案
内
ち
ょ
う
よ
」
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
電
話
で
「
無
名
會
の
展
覧
会
は
何

時
で
す
か
？
」
と
問
合
せ
が
あ
る
そ

う
で
す
。
何
よ
り
も
励
み
に
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

無
名
會
で
あ
り
た
い
で
す
。

　

第
六
十
回
新
道
書
道
会
展
が
、
四
日
市
市
文
化
会
館

に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
今
展
は
、
先
の
東
書
藝
・

揚
州
市
友
好
書
法
展
出
品
作
三
十
六
点
も
特
別
展
示
。

豆
子
甲
水
之
会
長
、
安
藤
清
舟
先
生
、
水
谷
紅
楓
先
生

は
じ
め
錚
錚
た
る
メ
ン
バ
ー
が
多
数
名
を
連
ね
る
実
力

者
集
団
の
記
念
展
で
あ
る
。
線
質
に
味
わ
い
が
あ
っ
て

余
白
の
美
し
い
作
品
が
多
く
、
王
道
を
い
く
正
統
派
の

伝
統
書
が
並
ん
だ
壁
面
は
格
調
が
高
い
。
流
石
と
言
わ

し
め
る
展
覧
だ
っ
た
。
今
後
益
々
の
ご
発
展
を
。

第
二
十
五
回
　
　
無
　
名
　
會
　
書
　
展

第
六
十
回
　
　
新
道
書
道
会
展

平
成
三
十
年
五
月
十
五
日
～
二
十
日

平
成
三
十
年
六
月
一
日
～
三
日

福

井

渓

風

水

谷

紅

楓

安

藤

清

舟

豆
子
甲
水
之

　

新
緑
が
眩
し
い
五
月
の
好
日
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
で
の
第
二
十
五

回
無
名
會
書
展
へ
出
か
け
た
。
会
場
に
入
る
と
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
げ
な
感
想
や

作
品
評
が
聞
か
れ
、
雰
囲
気
が
良
い
。
作
品
の
錬
度
は
高
く
、
個
性
的
で
多
彩

だ
。
こ
こ
に
渡
辺
代
表
が
心
境
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
。
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六
月
十
七

日
（
日
）
、

電
気
文
化
会

館
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
於

い
て
東
書

藝
総
会
が

開
催
さ
れ

た
。
出
席
者

二
百
十
三

名
、
委
任

状
預
か
り

四
百
八
十
三
名
で
規
約
第
二
十
二
条

に
よ
り
総
会
は
成
立
。
司
会
は
井
口

清
華
常
任
理
事
。
羽
根
田
菖
橋
参
事

に
よ
る
開
会
の
言
葉
に
始
ま
っ
て
、

風
岡
五
城
会
長
、
木
村
大
澤
理
事
長

挨
拶
の
後
、
司
会
者
一
任
に
よ
り
議

長
に
冨
永
奇
昂
常
任
理
事
が
選
出
さ

れ
審
議
に
入
っ
た
。

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告

②
平
成
29
年
度
会
計
報
告

③
平
成
29
年
度
監
査
報
告

④�

平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予

算
案

⑤
新
役
員
に
つ
い
て

　

以
上
の
案
件
が
報
告
・
審
議
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
承
認
。
ま
た
風
岡

五
城
会
長
が
再
任
を
快
諾
さ
れ
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ

た
。
そ
し
て
第
65
回
展
で
の
昇
格
者

九
十
五
名
を
代
表
し
て
、
宮
田
杏
花

氏
に
委
嘱
状
を
授
与
。
最
後
に
松
浦

白
碩
常
任
参
事
の
閉
会
の
言
葉
で
総

会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
こ
の
度
東
書

藝
・
客
員
に
就
任
さ
れ
た
、
唐
啓
山

先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
漢
字

の
歴
史
と
美
」
の
演
題
で
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
、
先
生
の
経
歴
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

  

四
十
五
周
年
を
迎
え
て

代   

表　

岩 

田 

冬 

崖

　

四
十
五
回
展
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
好
日
社
を
取
り
巻
く
多
く
の
方
々

の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
心
象
展
提
唱
の

梶
田
東
崖
先
生
は
東
書
藝
理
事
長
の

要
職
に
就
か
れ
て
い
た
頃
、
大
池
晴

嵐
先
生
の
苦

渋
の
英
断
と
、

そ
の
後
の
進

む
べ
き
道
を

遮
ぎ
る
問
題

に
直
面
さ
れ

「
屋
台
骨
を

背
負
う
好
日

社
が
し
っ
か

り
し
な
け
れ

ば
晴
嵐
先
生

の
思
い
も
泡

と
な
る
ば
か
り
か
、
東
書
藝
の
存
続

す
ら
危
惧
さ
れ
る
。
書
歴
と
か
肩
書

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
作
品
の

み
で
世
に
問
う
姿
勢
を
更
に
強
く
確

立
し
な
け
れ
ば
円
滑
な
運
営
も
ま
ま

な
ら
ぬ
も
の
と
な
る
。
」
と
憂
慮
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
の
第

一
回
心
象
展
が
昭
和
四
十
九
年
に
開

催
さ
れ
た
訳
で
、
“
血
の
ほ
と
ば
し

る
様
な
作
品
”
が
出
品
の
第
一
関
門

で
あ
り
ま
し
た
。
東
崖
先
生
逝
去
後

の
遅
々
た
る
歩
み
は
歯
が
ゆ
い
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
致
団
結
精
進

を
重
ね
る
所
存
で
す
。

　

今
後
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
七
月
十
日
～
十
五
日

岩　

田　

冬　

崖

1984	 北京大学考古学部卒業
1989.7	 来日
1989.9 〜		名古屋大学美学美術史

研究室在学
2000 〜	 日中文化協会	専務理事
2000 〜	 北京大学特別研究員
2011 〜	 愛知大学非常勤講師

唐啓山先生略歴

平
成
30
年
度
　
東

書

藝

総

会

第
45
回
記
念

　

'18
　
心

　
象

　
展

　

書
作
研
究
好
日
社
の
歴
史
を
、
入
口
の
年
譜
が
語
っ
て
い
る
。
先
駆
者
、
梶
田

東
崖
先
生
が
「
心
の
形
を
表
出
す
る
書
展
・
心
象
」
を
提
唱
、
そ
の
精
神
は
今
に

継
承
さ
れ
て
き
た
。
会
場
は
独
創
的
な
作
品
多
数
で
、
壮
観
だ
。
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太
田
稲
風
さ
ん
を
偲
ぶ風

岡
五
城

　

太
田
稲
風
さ
ん
と
私
は
山
本
宏
城

門
の
同
門
で
あ
る
。
四
十
年
以
上
の

長
い
付
き
合
い
だ
っ
た
。
師
亡
き
あ

と
先
輩
格
の
私
が
指
導
す
る
立
場
に

な
っ
た
が
、
師
匠
と
弟
子
と
い
う
よ

り
同
じ
書
の
道
を
歩
む
仲
間
と
言
っ

た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
う
。

　

彼
の
人
柄
は
温
厚
篤
実
、
何
よ
り

家
族
思
い
の
人
だ
っ
た
。

　

書
は
王
鐸
や
傳
山
の
書
を
学
ん
で

行
草
の
連
綿
を
得
意
と
し
、
一
家
の

風
を
成
し
た
。
水
墨
画
も
嗜
ん
で
、

書
と
併
せ
て
気
の
利
い
た
作
品
を

作
る
の
が
得
意
だ
っ
た
。
書
と
は

離
れ
る
が
カ
ラ
オ
ケ
も
上
手
か
っ

た
。
十
八
番
は
「
ラ
ブ
イ
ズ
オ
ー
バ

ー
」
。
車
を
運
転
し
な
が
ら
テ
ー
プ

を
聞
い
て
覚
え
る
の
で
、
つ
い
に
は

テ
ー
プ
の
音
が
擦
り
切
れ
る
ほ
ど
に

な
っ
た
と
い
う
。

　

晩
年
に
は
漢
詩
も
始
め
て
、
今
年

の
二
月
に
は
漢
詩
文
研
修
セ
ン
タ
ー

心
聲
社
の
「
心
聲
漢
詩
選
」
に
自
選

の
詩
十
二
首
を
発
表
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。
そ
の
内
の
一
首
を
紹
介
し
よ

う
。
最
近
の
彼
の
心
境
が
よ
く
表
出

さ
れ
て
い
る
。

　

新
年
口
占

凝
眸
す　

山
色　

雪
粧
晨

草
木　

萌
芽
し　

亦
た
一
新

独
坐　

適
然
た
り　

書
院
の
裏

詩
を
試
み 

筆
を
把
り
て 

清
貧
を
事

と
す

　

享
年
六
十
七
歳
。
や
り
残
し
た
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
さ
ぞ
悔
し
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
合
掌

加
藤
真
風

　

太
田
稲
風
先
生
の
ご
逝
去
の
悲
報

に
驚
き
と
深
い
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

入
院
前
、
検
査
で
一
週
間
程
病
院

だ
か
ら
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し

た
の
に
、
こ
ん
な
に
も
急
に
別
れ
が

訪
れ
る
と
は
、
未
だ
に
信
じ
ら
れ
ま

　

中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。
以
文
会
、
玄
玄
書
作
院
、
書
典
社
、
東
海
書

道
藝
術
院
の
四
団
体
か
ら
二
十
九
作
品
を
展
示
。
東
書
藝
は
幹
部
十
二
名
の
出

品
で
あ
る
。

　

平
成
三
十
年
七
月
十
七
日
～
二
十
三
日

風
岡
五
城

安
藤
清
舟

木
村
大
澤

久
野
北
崖

西
尾
邑
城

山
本
晴
城

松
浦
白
碩

谷
口
竹
城

豆
子
甲
水
之

尾
関
陶
山

伊
藤
春
魁

水
谷
紅
楓

 

追 

悼
　
太

田

稲

風

先
生

'18'
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

　
本
会
常
任
理
事
で
宏
道
書
会
副
理
事
長
の
太
田
稲
風
先
生

が
、
六
月
二
十
一
日
に
永
眠
さ
れ
た
。
療
養
中
の
短
い
入
院
と

伺
っ
た
矢
先
の
突
然
の
訃
報
で
あ
っ
た
…
…
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主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

今
後
の
予
定

◇
２
０
１
８
東
書
藝
研
修
会

期
日　

30
年
9
月
9
日
㈰
～
10
日
㈪

会
場　

名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル

◇
第
42
回
公
募
梓
会
書
道
展

会
期　

30
年
9
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪

会
場　

名
古
屋
市
博
物
館　

三
階

主
催　

書
道
研
究
梓
会

　
　
　

（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
第
22
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

30
年
9
月
18
日
㈫
～
24
日
㈪

会
場　

中
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
61
回
游
心
書
展

会
期　

30
年
9
月
19
日
㈬
～
24
日
㈪

会
場　

電
気
文
化
会
館
東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会
（
松
浦
白
碩
）

◇
第
38
回
飯
田
書
人
会
展

会
期　

30
年
9
月
20
日
㈭
～
24
日
㈪

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会
（
加
山
幽
石
）

◇
第
52
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

30
年
9
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
19
回
心
書
会
展

会
期　

30
年
10
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

社
中
の
歩
み

◇
第
40
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

30
年
5
月
15
日
～
20
日

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
25
回
無
名
會
書
展

会
期　

30
年
5
月
15
日
～
20
日

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
第
60
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

30
年
6
月
1
日
～
3
日

主
催　

新
道
書
道
会
（
豆
子
甲
水
之
）

◇
'18 

心
象
展

会
期　

30
年
7
月
10
日
～
15
日

主
催　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
）

◇
第
34
回
2
0
1
8
清
和
会
書
展

会
期　

30
年
8
月
4
日
・
5
日

主
催　

清
和
会
（
西
尾
邑
城
）

◇
第
'18 

八
千
代
書
道
展

会
期　

30
年
8
月
18
日
・
19
日

主
催　

書
芸
八
千
代
会
（
梶　

蘇
山
）

◇
第
44
回
宏
道
書
展

会
期　

30
年
8
月
21
日
～
26
日

　

愛
知
県
・
江
蘇
省
友
好
書
道
展
愛

知
県
展
が
六
月
十
九
日
～
二
十
四

日
、
日
中
国
交
正
常
化
四
十
五
周

年
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
四
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
電
気
文
化

会
館
5
Ｆ
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
十
一
月
の
中
国
・
江
蘇

省
展
で
の
日
中
の
作
品
に
、
県
内
在

住
小
中
学
生
の
優
秀
作
品
計
百
八
十

点
を
展
示
。

　

両
国
の
作
風
の
違
い
も
楽
し
め

た
。
東
書
藝
か
ら
は
幹
部
十
名
が
出

品
。
大
い
に
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

◇
第
35
回
花
墨
会
展

会
期　

30
年
12
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

会
場　

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
2
階

　
　
　

展
示
室

主
宰　

松
岡
麗
泉

◇
第
15
回
記
念
攻
玉
書
会
展

会
期　

30
年
12
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

会
場　

豊
田
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　

A
・
B
展
示
室

主
催　

攻
玉
書
会
親
交
会

（
羽
根
田
菖
橋
）

編

集

後

記

◇�

今
号
は
優
秀
作
品
を
多
数
掲
載
し

た
。
改
め
て
書
表
現
の
多
様
性
が

観
て
と
れ
る
が
、
輝
く
作
品
に
は

技
巧
だ
け
で
な
い
魅
力
が
あ
る
。

◇�

昨
年
来
の
中
国
関
連
事
業
も
無
事

一
区
切
り
が
つ
い
た
。
幹
部
の
先

生
方
、
特
に
山
本
晴
城
渉
外
局
長
、

賛
助
会
員
の
青
柳
堂
・
浅
岡
高
史

様
の
奮
闘
・
尽
力
に
深
謝
。

◇
危
険
な
夏
が
継
続
中
、
ご
自
愛
を
。

TOPICS せ
ん
。

　

初
め
て
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は

私
が
ま
だ
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か

り
の
頃
、
傍
近
で
先
生
が
始
め
ら
れ

た
書
道
教
室
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
い
つ
も
教

室
の
階
段
を
あ
が
る
と
、
墨
の
香
り

と
先
生
の
優
し
い
笑
顔
が
私
達
生
徒

を
迎
え
入
れ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
温

厚
で
一
人
一
人
の
長
所
を
よ
く
引
き

出
し
て
下
さ
る
、
本
当
に
か
け
が
え

の
な
い
先
生
で
し
た
。

　

今
後
は
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
教
訓
を
生
か
し
、
書
道
の
楽
し
さ

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
し

つ
つ
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
八
月　

第
一
三
五
号

発
行　

東
海
書
道
藝
術
院

編
集　

加　

藤　

松　

亭

　
　
　

堀　

江　

龍　

舟　


